
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

有田川町での第 19 回全国棚田（千枚田）サミット（2013 年度）

開催決定をきっかけに，2010 年に県が企画した「棚田モニターツ

アー」に当時の観光学部生約 20 名が参加した。地域の農業者の

高齢化とともに耕作放棄地が増加する当地の現状を目の当たり

にして，学生側から「棚田保全ボランティア」のアイデアが出さ

れたことをきっかけに，学内で棚田保全ボランティアへの参加者

を募り，「棚田ふぁむ」を結成。2011 年 7 月から活動を開始した。 
 

2．活動の内容 

今年度はコロナ禍の影響を受け、現地活動は「稲刈り」と「草刈り・獣害柵見回り」の 2

回となった。その他の活動は以下の通りである。 

・ 現地とのオンライン交流会：6 月と 2 月に開催し、親交を深めた。 

・ 活動報告誌の作成：現地活動の報告の代わりに、新メンバーの紹介や自宅待機中の学生

生活の紹介などを行った。 

・ 沼地区の紹介パンフレットの作成：沼地区からの依頼により、地区の概要や農産品を紹

介するためのパンフレットを作成した。 
 

３．活動を通じて 

今年で活動 10 年目の節目の年であったが、コロナ禍により現地活動の縮小を余儀なくさ

れた。しかし、オンラインミーティングを併用し、互いに「顔の見える関係」を維持するこ

とを心がけた。また、県庁・有田川庁役場・沼の農業を守る会と連携し、本活動に即した

COVID19 対策マニュアルやチェックリストを作成し、共有した。今後、コロナ禍がしばら

く続くとしても、できる限りの対策を講じた上で活動を継続させていきたい。 

【地域の基礎データ】 

人 口：26,082 人（令和３年１月末現在） 

高齢化率：31.8％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん、山椒、花き）、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：35 名（１回生：５名、２回生：11 名、３回生：

10 名、４回生：９名） 

活 動 期 間：平成 23 年 7 月～ 

担 当 教 員：大浦由美 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  


